
大学・短大・高専、学年の垣根を取り払い、新たな出会いと新たな

価値観、就職活動に華そえる石川未来プロジェクトに参加しません

か？

詳しくは裏面大学コンソーシアム石川事務局まで。

参加無料

プロジェクト

メンバー

大募集！

2024
年度

■主催

ゲストコメンテーター

永井 三岐子 （ながい みきこ） 氏
公益財団法人ほくりくみらい基金代表理事

金沢市出身。前職の国連大学IAS いしかわ・かなざわオ

ペレーティング・ユニット事務局長時代には多くの県内

自治体とSDGsの実践として様々な事業を展開。

2023年4月、SDGsの実践に多様な資金と関係者を巻き込む

ためのコミュニティ財団ほくりくみらい基金を設立。

日時：2024年2月17日（土） 9:30～12:00

場所：金沢商工会議所会館 1F（石川県金沢市尾山町9-13）

オンライン同時配信（Zoom）

事前申し込みフォームはこちらから https://ws.formzu.net/dist/S50111371/

I S H I K A W A F U T U R E  P R O J E C T

石川未来プロジェクト
成果報告会

未来テーゼは 「2050年における石川県の、人口100万人。」

■後援石川県



チーム「農泊×スマート農業」は、未来テーゼを達成するために「食」をささえる農業振興が欠かせないと考え

ました。農業振興のキーワードから「農業を活性化させることを目的に、ICTを農業に取り入れた農泊イベント

を実施しその成果報告を広報として発信する」をチーム目標に設定しました。農業用気象IOTデバイスを販売す

る株式会社Farmo様とデバイス利用者である農家様への取材、志賀町で農家暮らしを体験できる農家民宿古民家

こずえ様での農泊体験と志賀町熊野地区で稲作をしている複数の農家様への取材、石川県農林水産部農業経営戦

略課様への取材を経て、活動当初の「ゼロ」の状態からは想像もできなかった現在の考えに至りました。全く異

なる3人それぞれの個性を輝かせながら、自分たちでアイデアを絞り、議論を進行させてきた成果をご確認くださ

い。

お問い合わせ
公益社団法人大学コンソーシアム石川

〒920-0962 石川県金沢市広坂２丁目１番１号 石川県政記念しいのき迎賓館３階
TEL:076-223-1633 FAX:076-223-1644 E-mail:info@ucon-i.jp 担当本浜

Program

９：３０ 開会 （大学コンソーシアム石川 地域連携専門部会部会長 北陸学院大学榎本 俊樹）

９：4０ 成果報告・プレゼンテーション
石川未来プロジェクトに参加した3チームによる『未来テーゼ』に対する取り組みを発表

します。

チームA : 農泊×スマート農業 ： 農泊×スマート農業

チームB : TMON ： 石川県の子育て支援制度の普及・PRに関する活動

チームC : Fusion node ： 住んで楽しい町づくりのため、交流の場の創出により人と

経済を循環させる

総括
３チームのプレゼンテーションを通しての講評をコメンテーター、および来場者様から一言いただき

ます。

表彰式
審査員による審査結果をもとに表彰式を行います。

１１：５０ 閉会 （大学コンソーシアム石川地域連携専門部会副部会長 金沢工業大学伊丸岡 俊秀）

このイベントは、大学コンソーシアム石川が実施する地域連携事業『石川未来プロジェクト』の企画で

す。未来テーゼ『2050年における石川県の、人口１００万人。』に結集した学生11名3チームの取り組

みの報告、プレゼンテーションを行います。

ぜひ、学生が集うプロジェクト型授業の成果をご視聴ください。

本チームは未来テーゼ「2050 年における石川県の、人口 100 万人。」を達成することを目的に、「石川県の子

育て支援・住みやすさをアピールする」というアプローチで活動を行いました。

本活動では、現在問題となっている「若者世代の減少」、「出生率の低下」に着目し、チーム全員で活動に取み

ました。活動を始めるにあたり、石川県の子育て支援制度について調べ、石川県は全国的に子育て支援が充実し

ていることが分かりました。実際に「いしかわ結婚・子育て支援財団」に訪問し、石川県独自の支援や子育て事

情について聴取し、そこから私たちは石川県が行っている子育て支援をみんなに知ってもらえるような PR 活動

を行いました。

本プロジェクトは、AIやDXでは得られない物理的な距離を縮めることで、人々の出会いの遺伝子を目覚めさせ、

石川県の活性化と関係人口の増加のための "場" を提案します。地域への愛着や幸福感が定住の前提であり、石川

県の人口減少の緩和に寄与すると考えます。同じ目的を持つ人々がイベントを通して集まり、交流することで友

人関係を深めます。また、そこでの体験の楽しみや新しい発見、知識の増加、感動をもたらす "場" として、大中

小様々なイベントに対応した施設と、それに付随した商業施設などを含む5万平方メートル(金沢歌劇座約5個分)

の複合施設を、金沢クルーズターミナルの近くに建設することを提案したいと考えています。

2023年度 石川未来プロジェクト チーム紹介
チームＡ 農泊×スマート農業

チームＣ Fusion node

チームＢ TMON


